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フランス語の事実用法の〈si P〉
曽 我 祐 典
0．はじめに
フランス語では，「事態 P がある状況なら事態 Q がある」や「事態 P があ
る状況には事態 Q がある」といったことを，しばしば〈si P, Q〉の構文で表
す。発話者は「P がある状況」を〈si P〉によって表すわけだが，P は想像上
の事態（si の仮定用法）か現実の事態（si の事実用法）のどちらかである。
仮定用法の状況は，ありそうな状況となさそうな状況に分けられる（1）。仮定
用法・事実用法とも現在・過去・未来の状況が認められる。これらの「P があ
る状況」を表す際に発話者が〈si P〉に用いる動詞時制は，ほぼ図 1のとおり
である。
本稿では，仮定用法の〈si P〉についてはいくつかの問題を概観するにとど
め，（01），（02）のような現在または過去の状況や（03），（04）のような未来
の状況を表す事実用法の〈si P〉に注目する（2）。
（01）［同じ部屋にいる聞き手に］
S’il fait aussi chaud ici, c’est que la climatisation est en panne.
（02）Si elle est partie la semaine dernière comme on le sait, son ami lui
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a choisi de rester.
（03）Si elle aura toutes les chances d’être nommée à Paris, c’est qu’elle
aura su maintenir son effort.
（04）Si le train sera déjà parti, on pourra toujours y aller en voiture.
（01），（02）のような現実の現在または過去の状況を〈si P〉によって話題
にした後に Q をつづける〈si P, Q〉の発話に関してはいくつか優れた先行研
究がある。しかし，（03），（04）のような未来の状況を話題にする発話は（3），
使用頻度が低いためか，これまでのところ研究対象となっていないよう
だ（4）。そこで，本稿では，対話場面における聞き手の受け取りかたを重視す
る立場から，未来の状況の場合も含めて事実用法の発話の使用条件を明らかに
することをめざす。なお，以下では〈si P, Q〉の節順の場合のみを扱う。ま
た，Q の時制については論じない。
1．動詞時制のはたらきと仮定用法の概観
ここでは，直説法の時制の基本的なはたらきを確認し，仮定用法の〈si P〉
に関するいくつかの問題を概観しておこう。
1. 1．動詞時制のはたらき：現在スペースと過去スペース
発話者には，通常，「いま」を中心とする時間的広がりである「現在スペー
ス」にいるという意識があると考えられる。発話者は，現在スペースにおいて
生起する事態または持続している事態を表すときに現在形を用いる。ただし，
行為が完了段階であれば複合過去を用いる。過去の事態を「こういう出来事が
あった」という姿勢で表すときにも複合過去を用いる。また，未来において現
実になる見込みの事態を表すときは未来形を用いる。ただし，行為が完了段階
であれば前未来を用いる。ある未来の時点より前の事態を「未来から見た過去
の出来事」として表すときにも前未来を用いる。未来形・前未来を用いて表す
事態には「現在スペースにおいては未確定（まだ現実になっていない）」とい
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現在スペース
過去スペース
う性格がある。
発話者は，現在スペースにいるという意識を保ったまま，それより前のなん
らかの時間的広がりである「過去スペース」を想起して一時的にそこにいるよ
うな気持になることがある。過去スペースは，現在スペースとは断絶してい
て，時間的に多かれ少なかれ隔たっている（図 2参照）。
ある過去スペースに一時的に移っているような気持ちになっている発話者
は，そこにおいて生起する事態または持続している事態を表すときに半過去を
用いる。ただし，行為が完了段階であれば大過去を用いる。過去スペースにお
いて「こういう出来事があった」ととらえる事態（過去から見た過去の出来
事）を表すときにも大過去を用いる。また，過去スペースにおいてとらえる，
やがて現実になる見込みの事態を表すときは過去未来形を用いる。ただし，行
為が完了段階であれば過去前未来を用いる。ある過去未来の時点より前の事態
を「過去未来から見た過去の出来事」として表すときにも過去前未来を用いる。
発話者が事態を半過去・大過去で表すためには，その事態をとらえる場である
過去スペースを想起していることが前提となる。一方，聞き手は，半過去・大
過去で表される事態の生起・持続の場である過去スペースを想起することにな
る。
1. 2．動詞時制のアスペクト・テンスとモダリティ
1. 1．で述べたように，各時制にはアスペクト・テンスの面で特性がそなわ
っている。たとえば，半過去は「非完了」と「過去」という特性をもってい
る。そして，各時制には，テンス特性に由来するモーダルな価値（モダリティ
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特性）を認めることができる。たとえば，半過去・大過去の場合は次のように
考えられる。過去スペースが現在スペースから時間的に隔たっていることか
ら，すなわち，半過去・大過去は現在スペースから遠い世界の事態を表す時制
であることから，事態の生起蓋然性が低いか無いことを表す潜在的適性をそな
えている。「過去から見た過去の出来事」も表しうる大過去は，過去スペースか
ら時間的に隔たっているより遠い世界の事態を表す時制として，事態の生起蓋
然性がさらに低いか無いことを表す潜在的適性をそなえている。この半過去・
大過去のモダリティ特性は，適当な条件のもとで活性化される。他の時制もそ
れぞれテンス特性に由来するモダリティ特性をそなえているが，本稿ではそれ
らについては論じない。
1. 3．仮定用法：ありそうな状況となさそうな状況
仮定用法の状況は，ありそうな状況となさそうな状況（現実味のうすい状況
と現実に反する状況）に分けられる。「ありそうな」と「なさそうな」は，状
況が成立する蓋然性の高低に単純に対応するのではない。状況の成立を，「あ
る」という方向で肯定的に評価するか「ない」という方向で否定的に評価する
かの区別が鍵である。これは，数量を肯定的に評価するか否定的に評価するか
の区別（plusieurs/quelques, un peu/peu）に似ている。実際，ある状況を，
成立蓋然性が低くても「あるだろう」とプラス方向でとらえる場合，それを表
す〈si P〉は，低い蓋然性を示す jamais, d’aventure, par bonheur（mal-
heur）, par chance（malchance）, par une chance inouïe, par hasard, par
miracle などの表現（なさそうな状況を仮定する〈si P〉と相性が良い表現）
と共起する。その一例が（05）である。
（05）Alors on passe un contrat. Premièrement, tu restes dans la voiture
dans la rue et tu ne m’accompagnes pas à l’intéieur pour voir les
résultats. Deuxièmement, si je suis recalée, tu me laisses avec mes
amis. Troisièmement, si par miracle du bon Dieu je suis reçue, tu
me laisses avec mes amis.
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（Labro, Ph. 1999, Manuella, Gallimard : 61）
仮定用法の〈si P〉の動詞時制に関しては，次のような点がまだ完全には解
明されていないと言える。
A．「ありそうな・未来の状況」を仮定するときの現在形・複合過去の使用。
（06）S’il fait /* fera beau dimanche, il y aura beaucoup de touristes
dans ce quartier.
（07）Si jamais elle est partie /*sera partie quand j’arriverai, je lui lais-
serai un mot.
B．「なさそうな・現在または未来の状況」を仮定するときの半過去・大過去
の使用。
（08）Si j’étais toi, je refuserais leur offre.
（09）Si jamais vous n’aviez pas réglé la note avant la fin du mois, vous
risqueriez d’avoir des ennuis.
C．「なさそうな・過去の状況」を仮定するときの大過去の使用。
（10）Je ne crois pas qu’elle soit arrivée samedi dernier. Si jamais elle
était arrivée ce jour-là, elle aurait sans doute pu admirer les feux
d’artifice le soir.
（11）A cette époque-là elle habitait chez ses parents. Si elle avait habité
seule, cela aurait été beaucoup plus simple pour ses amis.
A は，「P がある状況」を仮定することが「P が確かにある，確定している
状況」を設定することにほかならないという事実を考慮にいれて説明できる見
込みがある。B と C は，1. 2．で触れた半過去・大過去の「テンス特性に由
来するモダリティ特性」の活性化という考えかたで解明できるというのが筆者
がもっている見通しである。これらについては，紙幅の制約のために本稿では
論じない。
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2．事実用法：P と Q の関係
本稿の冒頭で述べたように，事実用法には現在または過去の状況を話題にす
る〈si P〉だけでなく未来の状況を話題にする未来形・前未来の〈si P〉もあ
る（5）。ここでは，事実用法の〈si P, Q〉の発話の使用条件を明らかにするた
めに，まず P と Q の関係を検討する。P と Q の関係は，たとえば Stage
（1991）では 6種類に分けているが，全体に共通する図式を探る本稿では大づ
かみにとらえておく。
2. 1．現在または過去の状況
現在または過去の状況を話題にする場合，発話者は，現在形・複合過去や半
過去・大過去の〈si P〉の後に Q をつづける〈si P, Q〉の発話を構成する。
P と Q の関係は次の 3種類に大別できる。
A. P にとって Q が理由や目的
B. P にとって Q が対比項・対立項
C．その他
まず，P にとって Q が理由や目的であると認められる A の発話を検討しよ
う。（01），（12）－（14）は理由の，（15），（16）は目的の例である。
（01）［同じ部屋にいる聞き手に］
S’il fait aussi chaud ici, c’est que la climatisation est en panne.
（12）A : Elle a déjà terminé ! C’est formidable !
B : Si elle a déjà terminé, c’est qu’elle s’y connaît dans ce do-
maine.
（13）Si j’ai contacté Hollande et pas Martine Aubry, c’est pour des rai-
sons purement accidentelles : sa compagne m’avait interviewé
pour Paris Match, et j’avais son mail.
（Binet, L. 2012, Rien ne se passe comme prévu, Grasset : 22）
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（14）Si elle s’ennuyait autant, c’est qu’elle n’avait plus son petit copain.
（15）Si je suis venue ici, c’est pour vous parler d’un projet de recherche.
（16）A : Et on les avait convoqués la veille pour un briefing.
B : Si on les avait convoqués la veille pour un briefing, c’était
évidemment pour les empêcher de commettre des impairs dans
les négociations.
（01）では「ここがこんなにも暑い」という特異な事態 P を話題にして，P の
理由を Q で述べている。（12）－（14）もほぼ同様である。（15）では「私がこ
こに来ている」という注目に値する P を話題にして，P の目的を Q で述べて
いる。（16）もほぼ同様である。
次に，P と Q のあいだに対比・対立という B の関係が認められる（17），
（18），（02），（19）－（22）を検討しよう。
（17）Si tu aimes le poisson, moi je préfère la viande.
（18）En français, c’est à chaque instant que le locuteur（ou la locu-
trice）se heurte au problème du genre des noms d’agent ou des
substantifs de qualité, car ils sont soumis aux contraintes de l’ac-
cord grammatical. Si la répartition des inanimés est le plus sou-
vent difficle à justifier, en revanche, les animés se répartissent
selon le sexe avec très peu d’incohérences.
（Yaguello, M. 1978, Les mots et les femmes, Payot : 120）
（02）Si elle est partie la semaine dernière comme on le sait, son ami lui
a choisi de rester.
（19）Si Gérard était un tantinet mythomane, tout le monde s’accordait
à le trouver gentil.
（Foenkinos, D. 2004, Le potentiel érotique de ma femme, Folio : 126）
（20）Si j’étais depuis toujours un lecteur de romans, je n’étais pas cer-
tain de trouver la manière d’écrire.
（Le Nouvel Observateur 2499, 2012. 09. 27 : 69）
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（21）A : Tout allait bien. Je n’avais rien remarqué d’anormal dans son
comportement.
B : Si tu n’avais rien remarqué, moi j’avais senti qu’il fuyait notre
regard.
（22）S’il avait été mon directeur de thèse pendant deux ans comme tu
le sais, il ne l’était plus à ce moment-là.
（17）では，「あなたが魚好きである」という聞き手の特徴 P を話題にして，
P と対立的な Q を述べている。（18）では「無生物を表す名詞の男性・女性
の区別はたいてい根拠を示すのが難しい」という注目すべき事態 P を指摘し
た後に，P と反対の内容の Q を述べている。（02）では，「彼女が先週いなく
なった」という特異な出来事 P を話題にして，P と対比的な Q を述べてい
る。（19）では，「ジェラールがやや虚言癖があった」という気になるマイナ
ス価値の P を取り上げて，P と逆方向のプラス価値の Q を述べている。（20）
－（22）もほぼ同様である。
最後に，P と Q のあいだにその他の関係が認められる C の発話例（23）－
（25）を見ておこう。
（23）［同じ部屋にいる聞き手に］
Si cette salle est spacieuse, elle est aussi assez confortable.
（24）Si nombre de mots masculins n’ont pas d’équivalent féminin, là où
coexistent masculin et féminin, ils sont souvent connotés dif-
féremment.
（Yaguello, M. 1978, Les mots et les femmes, Payot : 141−142）
（25）Si Jean-Marc Ayrault a officiellement admis la fin de la «prési-
dence normale » pour souligner le retour à l’avant-scène de
François Hollande, les impératifs de modestie qui prévalaient en
début de mandat semblent eux aussi obsolètes. Ainsi, le chef de
l’Etat s’est rendu à Rennes, le 11 septembre, pour inaugurer un
Salon agricole à bord d’un jet présidentiel et non en TGV.
８０ フランス語の事実用法の〈si P〉
（Le Point 2012. 09. 20 : 8）
（23）では「この部屋が広い」という部屋の特徴 P を取り上げた後に，P とは
別の特徴として「かなり快適でもある」という Q を述べている。（24）では，
「多くの男性の語には対応する女性の語が無い」というフランス語の特異な点
P を指摘して，P とは別の特徴として「男性・女性の両方がある場合，両者の
コノテーションはしばしば異なっている」という Q を述べている。言い換え
ると，P だけでは物事の一面にすぎないところに，P を補完する別の面である
Q を言い添えている。（25）にも同じような関係が認められる。
2. 2．未来の状況
未来の状況を未来形・前未来の〈si P〉で話題にした後に Q をつづける場
合の P と Q の関係は，現在・過去についての発話の場合と同じく，A. P に
とって Q が理由や目的，B. P にとって Q が対比項・対立項，C．その他，の
3種類に大別できる。
まず，P にとって Q が理由や目的である（03）や（26）－（29）のような A
の発話を検討しよう。
（03）Si elle aura toutes les chances d’être nommée à Paris, c’est qu’elle
aura su maintenir son effort.
（26）Le doute n’aura pas eu le temps de planer. Hier, l’Insee a tué le
suspense en annonçant avoir révisé sa prévision de croissance à
1.5 % pour cette année.（. . .）Seule raison pour ne pas totalement
déprimer : selon l’Insee, le plus dur est derrière nous. Si 2005 ne
sera pas bon, c’est surtout à cause d’un début d’année catastro-
phique. （Libération 2005. 06. 23 : 19）
（27）A : C’est un artisan extrêmement doué mais il ne dépassera pas
son maître.
B : S’il ne dépassera pas son maître, c’est qu’on ne dépasse pas la
perfection.
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（28）A : Je pense qu’elle ne traînera pas. Elle aura rédigé le rapport
avant jeudi.
B : Si elle aura rédigé le rapport avant jeudi, c’est qu’elle connaît
bien le dossier.
（29）A : Il viendra ?
B : Oui. Mais s’il viendra, ce n’est pas pour la raison que tu crois.
（03）では，「彼女がパリの部署に任命される」という特別な P を話題にし
て，P の理由として Q を述べている。（26）では，「2005年は経済が停滞す
る」という気になる P を取り上げて，P の理由として Q を述べている（6）。
（27）では，「彼が師匠を追い越すことはない」という注目に値する（または，
意外な）P を話題にして，P の理由として Q を述べている。（28），（29）で
も，P にとって Q が理由・目的という関係が認められる。
次に，P と Q のあいだに対比・対立関係が認められる B の発話例は，（04）
や（30）－（34）のようなものである。
（04）Si le train sera déjà parti, on pourra toujours y aller en voiture.
（30）Lors de son 15e congrès qui se tiendra à Madrid, du 1er au 3 octo-
bre, le Parti populaire（PP）espagnol va modifier ses statuts et
créer un nouveau poste, celui de président d’honneur, membre de
droit du comité exécutif. Si d’autres pourront y prétendre dans le
futur, le poste a été, de toute évidence, prévu pour l’ancien prési-
dent du gouvernement, José Maria Aznar.
（Le Monde 2004. 09. 11 : 7）
（31）Une ouverture substantielle des marchés émergents aux produits
automobiles contre des concessions en matière agricole : c’est le
deal dont rêvent gouvernements et constructeurs européens. Si
l’agriculture occupera le devant de la scène à Hongkong, les biens
industriels constituent l’essentiel du commerce mondial, soit 85％．
（Libération 2005. 12. 10 : 18）
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（32）A : Elle trouvera ça ridicule.
B : Si elle trouvera ça ridicule, lui il trouvera ça très bien.
（33）Vous dites qu’il ne vous écoutera pas ; eh bien, s’il ne vous écou-
tera pas, il m’écoutera. （Hanse, J. 1987 : 877）
（34）A : On pourra déjeuner ensemble ; je serai revenu avant midi.
B : Si tu seras revenu avant midi, moi je serai retenu au siège.
（04）では，「電車がすでに出てしまっている」という困った P を取り上げ
て，別の移動の手段があるという Q によって問題が解消することを述べてい
る。（30）では，「将来は他の人もそのポストを狙うことがありうる」という
特殊な P を取りあげて，当面はそのようなことが起こらないという Q によっ
て平穏を保証しようとしている。（31）では，「香港における貿易交渉で農業
が大きな議題になる」という意外な P を取りあげて，やはり工業が重要とい
う Q によって偏りを正している。（32）では，「彼女がそれを馬鹿馬鹿しいと
思う」という特異な P を話題にして，正反対の方向の Q によって均衡回復を
はかっている。（33），（34）でも，P にとって Q が「対比項」の関係にある
と見ることができる。
最後に C のその他の関係であるが，発話例としては（35），（36）を示すこ
とができる。
（35）La programmation est éclectique,“（. . .）nous préférons la diversité
des jeunes créateurs indépendants, la multiplicité des nouveaux
cercles littéraires”, se défend Marat Guelman. S’il ne sera pas
question de politique durant ces trois jours, ce contre-festival est
aussi un épisode de la bataille électorale qui oppose Iouri Loujkov
à l’ancien premier ministre libéral Sergueï Kirienko.
（Le Monde 1999. 09. 04 : 4）
（36）A : Sa fille est très douée pour les langues. Elle fera une bonne
linguiste.
B : Si elle fera une bonne linguiste, elle fera aussi un bon prof de
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langue.
（35）では，モスクワ文化祭が従来よく見られた政治目的のものでないとい
う特筆に値する P を話題にして，他方で選挙運動の一環でもあるという Q を
述べている。（36）では，「彼女は良い言語学者になる見込みだ」という注目
すべき P を話題にして，それだけでなく「良い言語教員にもなる見込みだ」
という Q を述べている。P だけでは物事の一部を伝えるだけであるところに，
P を補足する別の Q を言い添えているわけである（7）。
2. 3．P と Q の関係のまとめ
以上のような分析から，現在・過去の状況の場合も未来の状況の場合も，P
と Q のあいだに（37）のような図式を認めることができる。
（37）事実用法の場合，発話者は「P がある状況はなんらかの意味で問題を
はらんでいるが，その状況には Q があるために問題は解消して物事
は安定する（気持ちが安定する）」という姿勢で発話を構成する。
「安定する」のは，〈si P, Q〉によって表す物事の論理関係のレベルと，聞き
手・発話者の心理的領域の両方においてである。
（37）の図式を認めることは，A の理由・目的の関係や B の対比・対立関
係については容易であろう。一方，C のその他の関係については，説明が必
要かもしれない。C の発話例（23）－（25）と（35），（36）の「P がある状況」
も，それだけでは物事の一部にすぎないという問題をはらんでいる。しかし，
P に Q を補うことで偏りがなくなって問題は解消し，物事は安定する（気持
ちが安定する）と言える。
発話者は，P と Q を（37）のように提示するのだから，原則として，〈si
P〉を言ってから Q をつづける節順を採用する。ただし，発音上の強力な支
えがあれば，Q の後に〈si P〉をつづける語順もありうる。
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3．事実用法：聞き手の認識
事実用法の場合，発話者は現実のさまざまな事態の中から P を取りあげて
話題にするわけであるが，聞き手に P を知らせるという姿勢ではない。これ
に関して，林（2001 : 18）は，P の「真実性が共話者に知られていることが
前提となっている」と述べている。「P が現実の事態であるという認識が聞き
手にある」というわけである。ここでは，発話者がどのような姿勢で〈si P,
Q〉の発話を構成するか検討する。
3. 1．現在または過去の状況
まず，（01），（02），（12）－（25）のような現在・過去の状況の場合である
が，聞き手の認識を発話者がどう評価しつつ状況を表すかについては，A～D
の 4つのタイプが認められる。
A．対話場面において聞き手が P に立ち会っている場合，「P が現実の事態で
あるという認識が聞き手にある」という姿勢で状況を表す。
・該当する発話例（8）：（01），（15），（17），（23）
B．これまでに聞き手が蓄積してきたはずの経験・知識からして，P が現実の
事態であるという認識を聞き手がもっていると判断して，状況を表す。
・該当する発話例：comme on le sait, autant, comme tu le sais などを含
む（02），（14），（22），互いによく知りあっている小説家同士（Patrick
Modiano と Jean Echenoz）の対談中の発言である（20），時事問題を扱
った週刊誌の記事の冒頭の（25）
C．P が現実の事態（語りの場合は，語りの世界における現実の事態）である
と解釈する手がかりを先行文脈において与えてあることから，聞き手（または
読み手）が現実の事態だと判断するという姿勢で状況を表す。
・該当する発話例：書物の一節である（13），（18），（19），（24）
D．現実の事態として P を表す聞き手の発言があり，それを踏まえて状況を
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表す。
・該当する発話例：（12），（16），（21）
この 4つのうちで A と D のタイプについては，林（2001 : 18）の「真実
性が共話者に知られていることが前提となっている」という記述が妥当する。
しかし，B と C のタイプについては，客観的には「P が現実の事態であると
聞き手が認識している」と言えない場合がある。たとえば，タイプ B の
（02），（20），（22），（25）がそうである（週刊誌の記事の冒頭部分である
（25）には先行文脈がない）。タイプ C では「発話者は先行文脈から分かると
いう姿勢」であるのに，（18），（24）では P が現実の事態だと判断するため
の十分な手がかりが先行文脈にない（9）。したがって，聞き手の認識を発話者
がどう評価しつつ状況を表すかについては，本稿では（38）のような言いか
たをしておく。
（38）事実用法の場合，発話者は「P が現実の事態であるという認識が聞き
手にある」という姿勢で発話を構成する。
3. 2．未来の状況
未来の状況の場合も，発話者は基本的に（38）に示したような振る舞いを
すると考えられる。聞き手の認識を発話者がどのように評価しつつ状況を表す
かについては，現在・過去の状況の場合は A～D の 4つのタイプが認められ
たが，未来の状況の場合はどうであろうか。
A．このタイプは無い。「対話場面において聞き手が P に立ち会っている」と
いうのがタイプ A の条件であるが，未来の事態に立ち会うことはできない。
B と C の組み合わせ．現実に関する聞き手の経験・知識をあてにしつつ
（B），先行文脈でも手がかりを与えてある（C）ことから，「P がやがて現実に
なる事態だという認識を聞き手がもっている」と判断して，状況を表すことは
できる。
・該当する発話例：（29），新聞からとった（26），（30），（31），（35）
D．P が現実になる見込みの事態であるという聞き手の発言があり，それを踏
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まえて状況を表す。
・該当する発話例：（27），（28），（32）－（34），（36）
本稿のはじめに示した（03），（04）はどうかというと，実はそのままでは
容認されない。たとえば，（03’），（04’）のように，聞き手 A の発言を踏まえ
て発話者 B が「P がある状況」を話題にするのであれば問題ない。
（03’）A : Elle aura toutes les chances d’être nommée à Paris.
B : Si elle aura toutes les chances d’être nommée à Paris, c’est
qu’elle aura su maintenir son effort.
（04’）A : Quand on arrivera à la gare, le train sera déjà parti.
B : Si le train sera déjà parti, on pourra toujours y aller en voi-
ture.
これまで見てきた D の発話は，すべて聞き手 A の発言に出てきた P を発
話者 B がそのままおうむ返しに繰り返すものであった。実際，おうむ返しの
発話に比べると，おうむ返しでない（03”），（04”）はやや容認度が低いよう
である。
（03”）A : Ils la jugeront tout à fait digne d’être nommée à Paris.
B :（?）Si elle aura toutes les chances d’être nommée à Paris, c’est
qu’elle aura su maintenir son effort.
（04”）A : On n’arrivera pas à temps. Quand on arrivera à la gare, plus
de train, c’est sûr.
B :（?）Si le train sera déjà parti, on pourra toujours y aller en voi-
ture.
次の発話例も同様である。どちらも，集まりが予定されている会場について
のやりとりだが，（39）に比べて，おうむ返しでない（39’）はやや容認度が低
いようである。
（39）A : Cet après-midi la chaleur sera étouffante ici.
B : Si la chaleur sera étouffante ici comme tu le dis, c’est que la
climatisation est en panne.
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（39’）A : Cet après-midi la chaleur sera étouffante ici.
B :（?）S’il fera très chaud dans cette pièce comme tu le dis, c’est
que la climatisation est en panne.
おうむ返しであれば，〈si P〉によって表す状況を聞き手がやがて成立する見
込みのものと受け取ってくれると発話者は確信できる。おうむ返しでない場合
は，聞き手の認識を踏まえての発言と受け取ってもらえる保証はない。このお
うむ返しと容認度に関しては，より多くのデータにもとづいて検討する必要が
ある。
以上述べてきたように「P が現実になる見込みの事態であるという認識が聞
き手にあるという姿勢」で発話者はある状況を取りあげるわけだが，未来の状
況の場合については次のようなことが言える。現在・過去の状況とちがって，
発話者は対話場面の現実を支えにすること（タイプ A）ができない。聞き手の
経験・知識などを支えにすること（タイプ B）も，時事問題を話題にするよ
うな場合を別にすればかなり難しい。これまでのところ，発話例が（新聞では
見つかるのに対して）小説では見つかっていないが，それは，小説の地の文で
未来について述べることが稀であることに加えて読者の認識をあてにすること
が難しいことから来ていると考えられる。新聞の場合，書き手は読者の経験・
知識（タイプ B）と先行文脈（タイプ C）とを支えにしている。対話の場合
は，原則として，聞き手の発言（タイプ D）を支えにしている。
未来の状況が現在スペースにおいては未確定であることを考えると，聞き手
の認識を発話者がどう評価しつつ状況を表すかについての（38）を次のよう
に修正することが必要であろう。
（40）事実用法の場合，発話者は「P が現実の事態・現実になる見込の事態
であるという認識が聞き手にある」という姿勢で発話を構成する。
4．お わ り に
本稿では，まず，動詞時制のはたらきと仮定用法の〈si P〉における動詞時
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制使用にかかわるいくつかの問題を概観した。そして，対話場面における聞き
手の受け取りかたを重視する立場から，事実用法の発話の使用条件を明らかに
することをめざした。
事実用法の〈si P, Q〉の発話に関しては，P と Q のあいだの関係について
（37）のようなことが言える。
（37）事実用法の場合，発話者は「P がある状況はなんらかの意味で問題を
はらんでいるが，その状況には Q があるために問題は解消して物事
は安定する（気持ちが安定する）」という姿勢で発話を構成する。
また，発話者が聞き手の認識をどのように評価することが発話につながるか
に関しては（40）のようなことが言える。
（40）事実用法の場合，発話者は「P が現実の事態・現実になる見込の事態
であるという認識が聞き手にある」という姿勢で発話を構成する。
未来の状況の場合は，この（40）に示される条件が整いにくい。未来の状
況を話題にする〈si P, Q〉の発話が珍しいのはそのためだと考えられる。
事実用法の〈si P, Q〉の発話に認められる（37）のような図式は，仮定用
法の〈si P, Q〉の発話にも認められるのではないかと考えられる。すなわち，
〈si P, Q〉構文の発話一般にについて同一の図式があてはまる可能性がある。
その点を明確にすることが次の大きな課題である。本稿では，P の時制と Q
の時制の関係は扱わなかった。また，〈si P, Q〉と〈Q si P〉の節順のちがい
がどのような操作の違いの反映であるかも論じなかった。それらも今後の課題
である。
注
⑴ 両者の区別については 1. 3．で述べる。
⑵ 発話例で出典を示していないものは，インフォーマント（フランス人 4人）の作
例またはインフォーマントの協力を得て筆者が作ったものである。
⑶ （03），（04）は単独では容認されない。これについては，3. 2．で補足する。
⑷ たとえば，事実用法を詳しく論じる Stage（1991）も扱っていない。
⑸ 未来の状況をすでに確定している状況として表すときは現在形・複合過去を用い
ることもあるので問題は複雑である。例．Si je prends l’avion, c’est que je pré-
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fère cela.（Pottier, B. 1982 : 31）
⑹ （26）は，気になる P を話題にして，あまり心配は要らないという反対方向の Q
を言い添えて均衡をとる B の対比・対立関係の発話例と見ることもできる。
⑺ （35）は，P と Q のあいだに B の対比・対立関係を読み取ることもできる。
⑻ （17）については，「P は聞き手自身のことであり，当然，現実の事態と認識して
いるという姿勢で発話者は状況を表す」と言うべきかもしれない。
⑼ 次の発話例もそうである：A Londres, il［＝Gandhi］a pris contact avec tous les
anarchistes indiens, dont certains revendiquent actes terroristes et assassi-
nats, et dont la bravoure l’a impressionné. S’il a le sentiment qu’ils s’égarent,
il partage leur radicalité.（Le canard enchaîné 2012. 09. 12 : 6）
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